
学校番号 401 

令和２年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版 高等学校 数学Ａ （数研出版） 

副教材等 
問題集 4プロセス数学Ⅰ＋A （数研出版）, 

参考書 Focus Z 数学Ⅰ+A （啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では先生の話をしっかり聴いて、自分で考える時間を大事にしてください。自ら学習するときには、解答

を読んでも構わないので難しそうな問題もあきらめずに考えること。 

・高校の学習範囲は中学と比べると非常に広いです。授業についていくためには復習が特に大事になりますので、

授業で習ったところはその日のうちに問題集等を活用して復習すること。 

・問題集用のノートを用意して下さい。授業時に連絡しますが問題集を課題として提出することを適宜指示しま

す。しっかり自力で取り組み答え合わせも各自で済ませ間違えたものは問題集にチェックを入れるようにしま

しょう。 

・分からないところは放置しないこと。必ず先生に聞きに行くなどしてできるようにしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率，整数の性質または図形の性質について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，

事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育

てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や 

考え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数学的活動を通して，

場合の数と確率，整数の

性質または図形の性質に

おける考え方や体系に関

心をもつとともに，数学

的な見方や考え方のよさ

を認識し，それらを事象

の考察に活用しようとす

る。 

数学的活動を通して，

場合の数と確率，整数の

性質または図形の性質に

おける数学的な見方や考

え方を身につけ，事象を

数学的に捉え，論理的に

考察するとともに，過程

を振り返り多面的・発展

的に考え，表現する。 

数学的活動を通して，

場合の数と確率，整数の

性質または図形の性質に

おいて，事象を数学的に

考察し，処理する仕方や

推論の方法を身につけ，

よりよく問題を解決す

る。 

数学的活動を通して，

場合の数と確率，整数の

性質または図形の性質

における基本的な概念，

原理・法則，用語・記号

などを理解し，基礎的な

知識を身につけている。 

評
価
方
法 

小テスト 

ワークシート 

宿題 

授業時等の観察 

小テスト 

定期テスト 

ワークシート 

授業時の観察 

小テスト 

定期テスト 

ワークシート 

授業時の観察 

小テスト 

定期テスト 

ワークシート 

宿題 

授業時の観察 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a B c d 

１
学
期
中
間 

補
足
資
料 

集
合 

集合 ○ ○ ○ ○ a:集合に関心をもつとと

もに，それらの有用性を

認識し，事象の考察に活

用しようとしている。 

b: 事象を集合を用いて

考察し表現したり，その

過程を振り返ったりする

ことなどを通して，数学

的な見方や考え方を身に

つけている。 

c: 事象を集合を用いて

表現・処理する技能を身

につけている。 

d: 集合に関する基本的

な概念を理解し，知識を

身につけている。 

 

・定期考査の成績 

・課題提出の状況 

・授業に取り組む姿勢 

・小テストや演習プリ

ントへの取り組み 

第
１
章 

場
合
の
数
と
確
率 

１ 集合の要素の個数 

２ 場合の数 

３ 順列 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a: 順列・組合せと確率に

関心をもつとともに，そ

れらの有用性を認識し，

事象の考察に活用しよう

としている。 

b: 事象を順列・組合せや

確率を用いて考察し表現

したり，その過程を振り

返ったりすることなどを

通して，数学的な見方や

考え方を身につけてい

る。 

c: 事象を順列・組合せや

確率を用いて表現・処理

する技能を身につけてい

る。 

１
学
期
期
末 

４ 組合せ 

研究 重複を許して作る 

組合せ 

５ 事象と確率 

６ 確率の基本性質  

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

・定期考査の成績 

・課題提出の状況 

・授業に取り組む姿勢 

・小テストや演習プリ

ントへの取り組み 

 

２
学
期
中
間 

７ 独立な試行と確率 

８ 条件付き確率 

研究 原因の確率 

・定期考査の成績 

・課題提出の状況 

・授業に取り組む姿勢 

・小テストや演習プリ

ントへの取り組み 



    d: 順列・組合せや確率に

関する基本的な概念を理

解し，知識を身につけて

いる。 

 

 

第
３
章 

整
数
の
性
質 

１ 約数と倍数 

２ 最大公約数・ 

最小公倍数 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a：整数の性質に関心をも

つとともに，それらの有

用性を認識し，事象の考

察に活用しようとしてい

る。 

b: 整数の性質を用いて

事象を考察し表現した

り，その過程を振り返っ

たりすることなどを通し

て，数学的な見方や考え

方を身につけている。 

c: 整数の性質を用いて

事象を表現・処理する技

能を身につけている。 

d: 整数の性質に関する

基本的な概念を理解し，

知識を身につけている。 

 

 

２
学
期
期
末 

３ 整数の割り算と商・余り 

４ ユークリッドの互除法 

５ １次不定方程式 

６ 分数と小数 

７ n 進法 

・定期考査の成績 

・課題提出の状況 

・授業に取り組む姿勢 

・小テストや演習プリ

ントへの取り組み 

  



３
学
期 

第
２
章 

図
形
の
性
質 

１ 三角形の辺の比 

２ 三角形の外心・内心・ 

重心 

３ チェバの定理・メネラウス

の定理 

４ 円に内接する四角形 

５ 円と直線 

６ ２つの円 

８ 直線と平面 

９ 空間図形と多面体 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

ａ：図形の性質に関心を

もつとともに，それらの

有用性を認識し，事象の

考察に活用しようとして

いる。 

ｂ：事象を図形の性質を

用いて考察し表現した

り，その過程を振り返っ

たりすることなどを通し

て，数学的な見方や考え

方を身につけている。 

ｃ：事象を図形の性質を

用いて表現・処理・証明

する技能を身につけてい

る。 

ｄ：図形の性質に関する

基本的な概念・定理を理

解し，知識を身につけて

いる。 

 

・定期考査の成績 

・課題提出の状況 

・授業に取り組む姿勢 

・小テストや演習プリ

ントへの取り組み 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


